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はじめにはじめに

桂川

項目 諸元

流域面積 8,240km2

幹線流路延長 75km

流域内人口 約1,100万人
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瀬田川芥川



近年、淀川河口の淀川大堰を遡上するアユは１万尾を
超えており、大阪湾からの魚類の遡上できるような河川
環境の復活に対して流域の期待が大きくなっています。

しかし、落差工などの河川横断工作物により、魚類の
遡上・降下環境は十分ではありません。

事業概要

遡上・降下環境は十分ではありません。

大阪湾から本川、さらに芥川などの支川において魚類
が遡上・降下できる環境を確保するために、こうした河川
横断構造物等を改善する「魚がのぼりやすい川づくり」の
推進を図っています。



（２） 魚がのぼりやすい川への再生

魚類等の遡上・降下が容易にできるよう、既設の河川横断工作物
（堰・落差工）について、効用や効果、その影響を点検し、撤去や魚道
の設置・改善など改良方策を検討する。大阪湾から桂川嵐山地区ま
で、支川芥川の淀川本川合流点から塚脇橋地点までの区間において
は、関係機関と連携・調整して概ね10年間で必要な対策を実施する。
また、許可工作物については、施設管理者に対して指導・助言等を行
う。なお、小規模な改良で改善が見込める箇所は早期に実施する。

淀川水系河川整備計画（本文）

う。なお、小規模な改良で改善が見込める箇所は早期に実施する。

①既設の堰・落差工の改良
淀川淀川大堰、毛馬水閘門、
芥川（写真4.2.3-7）
桂川久我井堰、一の井堰、
１号～６号井堰

出典：『淀川水系河川整備計画』P.44,45



魚がのぼりやすい川づくり魚がのぼりやすい川づくり

「魚ののぼりやすさから見た河川横断施設の概略点検マニュアル（案）」「魚ののぼりやすさから見た河川横断施設の概略点検マニュアル（案）」
（平成（平成55年年11月月 建設省河川局治水課）により建設省河川局治水課）により

魚類の移動が阻害されており、対策が必要！

→直轄区間内：淀川大堰、桂川７施設、流入支川４１施設
当面の改善効果が高いと考えられる施設を対象に、整備当面の改善効果が高いと考えられる施設を対象に、整備
優先度を設定。

淀川大堰の改良を平成21年度に完了し、指定区間の事業
や地域と連携する芥川の改良に着手している。桂川本川の
構造物の改良を進め、支川合流点の改善を引き続き行う。



位置図

芥川１号井堰

芥川１号井堰
約１６．７ｋｍ

芥川２号井堰
芥川２号井堰

芥川１号井堰

約９．８ｋｍ

淀川大堰



芥川１号井堰
芥川1号井堰

魚道：無し
横断施設の落差：２．１０ｍ
水量：極めて少ない

平成18年４月に地元NPOの平成18年４月に地元NPOの
芥川倶楽部（芥川・ひとと魚に
やさしい川づくりネットワーク）、
市民、高槻市が連携し、芥川

１号井堰の落差工の両側に土
のう約2000袋を使った実験用
魚道を設置し、その後アユ等
１２種の魚類の遡上が観察さ
れている。



芥川の

横断工作物

生息環境の状況と施設の連続性

大阪府茨城土木事務所が管轄する上流側の魚道
とあわせ、今後、アユ等の魚類が遡上すると期待さ
れる。

生息環境の状況と施設の連続性

の阻害状況から、改善効果が高く、
優先的に整備する施設として、平成
21年度～平成22年度にかけて芥川
１号井堰の整備を実施。



魚道の対象魚種：移動できないと生活史が完結できない種（１６種類）
魚道内の設定流速：対象魚種のうち遊泳魚で最も遊泳力の弱い魚の

突進速度以下に設定

芥川１号井堰



芥川１号井堰平面図・縦断図



芥川１号井堰 平成21年度～平成22年度
着工前 平成２１年１０月 完成時 平成２３年３月

完成時完成時



平成23年4月22日（木）産経新聞

芥川１号井堰におけ
る住民協働
連続講座 アユちゃんお帰りな祭
魚の調べ方と良い魚みち
【実施概要】
日時：平成23年6月18日（土）午前10:00～12:00
場所：芥川大橋上流右岸側魚みち（芥川1号井堰）
主催：芥川倶楽部
参加者：約３０名

平成23年5月22日（日）
読売新聞

参加者：約３０名
実施内容：フィールド講座

芥川「水辺の学校」
高槻市中心部までアユがのぼった！？
【実施概要】
日時：平成23年6月24日（金）午前10:00～11:30
場所：芥川 桜堤公園
主催：芥川倶楽部
参加者：小学校4年生 約９０名＋芥川倶楽部等
実施内容：いきもの調べ



芥川１号井堰における魚道の改良
魚道横断隔壁と魚道プールで泡が多く、剥離流が発生して
魚類の遡上に好ましくない。

→「芥川魚道なおし隊」として、芥川倶楽部、住民、淀川河川
事務所職員が共同で魚道隔壁下流側の形状を丸く（R型）する
簡易な改良を実施。



芥川１号井堰は、２０１１年
３月に魚道を設置しましたが、
魚道の隔壁の下流側が角に
なっており剥離流が発生して
いました、そのため隔壁を丸いました、そのため隔壁を丸
く削ることにより剥離流の発
生を抑えられることから滑ら
かな水の流れを作り魚類が
遡上しやすいように改良しま
した。

なお、今回の芥川１号井堰の魚道改良は、芥川倶楽部の協力
のもと地元市民と住民協働で取り組んだものです。





魚道改良結果確認

改良作業中、上流で止めていた堰板をはずして水を流し、実際に改良の成果を確認しました。
みんなで固唾をのんで見つめています。この日は流量が多く、多少わかりにくいようでしたが、
後日、確認した結果、滑らかな流れになっていました。
この改良によって、もっと多くのアユが遡上することを期待します。





芥川１号井堰におけるアユの遡上調査芥川１号井堰におけるアユの遡上調査

調査は、ボランティアによる調査を実施。

調査日：平成２４年、５月５日～１０日、２０～２５日、

６月４～９日、 １１日、１９～２４日、 ２６～２７日

計 ２７日間

調査時間：９時～１５時

１時間に２回、10分間の目視調査
調査参加者は、芥川倶楽部、市民、たかつき環境市民会議、

摂南大学、新川姫蛍と花を守る会、茨木土木事務所
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5/5～6/27の27日間の
遡上個体総数は、11,056尾と

平成２４年天然遡上アユ推計値

遡上数が多い日順に、 6/20 3,678尾、 6/9 3,301尾、
6/24 1,779尾、 6/23 1,188尾でした。
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遡上個体総数は、11,056尾と
推定されました。



芥川２号井堰の改良
芥川２号井堰は魚道が無く写真のように３０ｃｍ程度の落差があり剥離流

となっているため魚類が遡上しにくくなっています、2012年に芥川１号井堰の
魚道のカドを丸くして魚がのぼりやすいように改良したことで、より上流へ魚が

遡上しやすいようにと、今回は芥川２号井堰の下流側のカドを丸く削って魚が

遡上しやすいように改良しました。



みんなで改良 魚みち 第2弾

芥川の２号井堰を改良しよう！

日 時：２０１３年６月１日（土）
場 所：芥川２号井堰
主 催：国土交通省 淀川河川事務所
共 催：芥川・ひとと魚にやさしい川づくり

ネットワーク ～愛称：芥川倶楽部
芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）

参加者：42人
・一般参加： 17人
・国土交通省淀川河川事務所関係： 13人
・芥川倶楽部： 10人
・芥川緑地資料館： 2人

作業は、２０１２年の芥川１号井堰の時と同じ
ように、一般参加の市民等により行い、芥川２号

井堰のカドを削って丸くし、魚が遡上しやすいよう
に改良しました。



子供用の防護メガネはサングラスを使用。 カドがとれ丸くなっていきます。

いい感じの流れになったことを確認。作業は終了。水を流して状態を確認。



芥川２号井堰上下流の魚類相芥川２号井堰上下流の魚類相
芥川２号井堰の上下流に生息する魚類を説明することで、この堰をどんな芥川２号井堰の上下流に生息する魚類を説明することで、この堰をどんな

魚がのぼっているのか。そして、魚道の必要性を解説しています。魚がのぼっているのか。そして、魚道の必要性を解説しています。

今回の作業中に採捕した、魚類ですが、アユはとれませんでしたが、メダカ、今回の作業中に採捕した、魚類ですが、アユはとれませんでしたが、メダカ、
カマツカ、オイカワ、カワヨシノボリ、ギンブナ、モツゴの６種類でした。カマツカ、オイカワ、カワヨシノボリ、ギンブナ、モツゴの６種類でした。



さらに上流に遡上して行きますように！さらに上流に遡上して行きますように！

ご静聴ありがとうございました。


